
【群馬地域会】 

一般社団法人 群馬建築構造設計事務所協会 ＧＳＡＳ 

「平成 29 年度 通常総会及び記念講演」 報告 

平成 29 年 6 月 

GSAS 会長 井野公雄 

GSAS 会員 山口幸治 

 

平成２９年６月２日(金)、ホテルメトロポリタン高崎において、平成２９年度第８回通常総会が会員38名の出席に

て開催された。総会は円滑に進行し、予算・事業計画が承認され、新理事、新役員も決定した。 

総会後に、プロファ設計(株)構造部部長 栗原誠様による、『群馬県の地質と地盤災害』をテーマとした記念

講演が開催された。 

 

講演内容は、以下の通りでした 

★地震災害 

・近代に大きな地震が無かったのは運が良かっただけ。 

・県内，近県に多くの活断層が分布している。 

・活断層による内陸直下地震が発生すれば、震度７もあり得る。 

・818年には大地震で甚大な被害になっている。 

★地震による地盤災害 

・県央から東毛の低地では液状化の危険性がある。 

・大地震による地すべり・崩壊が発生する恐れがある 

★その他地盤災害 

・県内に５千を越える土砂災害特別警戒区域がある。 

・過去には甚大な人的被害が発生したこともある。 

★その他の災害 

・活動度の高い火山があり、有史以降の噴火履歴がある。 

・近年の異常気象等により、新たな災害も増えている 

         【講演会の様子】 

 

 

 

 

 

【講習会パンフレット】               

 


